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2025年２月期中間期連結業績予想と実績との差異 

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2025 年２月期中間期（2024 年３月１日～2024 年８月 31 日）の連結業績につきまして、2024 年４月９日 に

公表いたしました連結業績予想に比べ下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。  

また、最近の業績等を踏まえ、2025 年２月期通期（2024 年３月１日～2025 年２月 28 日）の連結業績予想を

修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2025年２月期 中間期 連結業績予想数値と実績値との差異（2024年３月１日～2024年８月31日） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想 (Ａ) 

(2024年４月９日発表) 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

99,210 9,180 9,280 5,880 67.72 

実績値 (Ｂ) 101,259 11,806 11,956 7,668 88.33 

増減額 (Ｂ－Ａ) 2,049 2,626 2,676 1,788 － 

増減率 (％) 2.1% 28.6% 28.8% 30.4% － 

(ご参考)前期中間期実績 

(2024年２月期中間期) 
94,145 10,299 10,384 7,001 79.93 

 

＜2025年２月期 中間期 連結業績予想値と実績値との差異が生じた理由＞ 

 

 2024年２月期は、１ドル130円台から150円台へと円安の流れが止まらず、当期の当初連結業績予想公表時に

は、中間期は減益予想としておりました。 

 2025年２月期上半期におきましても、為替相場は概ね前期を上回る円安水準で推移しましたが、3COINS事業

では、前期より為替相場に左右されづらい事業構造への変革を進めてまいりました。前期は、3COINS+plus業態

での店舗の大型化を積極的に進めました。当期は、店舗の大型化に加えて、店舗の人員シフトの効率化を徹底し、

店舗の繁閑に合わせたシフト体制に変更した結果、アルバイトの人数だけでなく残業時間も減り、ベースアップを

行った上で人件費率上昇を抑制することが出来ています。さらに、お客様にとってより満足度の高い商品を提案す

るため、300円に拘らない価格帯の商品を強化し、それらの高付加価値商品がお客様に評価され、売上増加に結び

付いております。 

 こうした施策を通じて、売上総利益率の改善と、販売管理費率の低減を達成することにより、営業利益率の改善

に努めることとしておりましたが、当初の連結業績予想時においては、数値面での改善が見られるのは下半期にな

るとの見込みとしておりました。 

 しかしながら、上記施策を当初の想定よりも大幅に加速して実行することができ、結果、中間期において売上高

の増収および営業利益の増益を果すことができたものであります。 
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２． 2025年２月期通期業績予想数値の修正（2024年３月１日～2025年２月28日） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) 

(2024年４月９日発表) 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

203,500 20,120 20,370 12,940 149.04 

今回修正予想 (Ｂ) 209,220 22,960 23,260 14,820 170.69 

増減額 (Ｂ－Ａ) 5,720 2,840 2,890 1,880 － 

増減率 (％) 2.8 14.1 14.2 14.5 － 

(ご参考) 前期実績 

(2024年２月期) 
192,544 18,605 18,839 12,845 147.30 

 

 

＜2025年２月期 通期 連結業績予想値修正の理由＞ 

 

 中間期の業績を踏まえ、2025年２月期通期の連結業績予想を修正することといたしました。  

 ＜2025 年２月期 中間期 連結業績予想値と実績値との差異が生じた理由＞に記載のとおり、当下半期は当初よ

り施策に沿った増益予想としており、大きな変更はございません。 

 また、本日発表の「持分法適用関連会社の異動（連結子会社化）に関するお知らせ」にありますとおり、株式会

社ノーリーズが第４四半期から連結子会社となりますので、その影響を加味しておりますが、当該影響は軽微なも

のとなっております。 

 

（注） 本資料による業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、不確実な要素を

含んでおります。実際の業績につきましては、様々な要因により業績予想数値とは異なる場合があります。 

 

                                                                                        以 上 


